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対象地
「音戸の瀬戸」周辺地区
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対象地：「音戸の瀬戸」周辺地区

• 古くより、交通の要所であったため、歴史的な
街なみが広がる。

• しかし、人口減少・高齢化の影響で、空き家
や空き地も増え、街の魅力が失われつつある。

• 一方、近年、歴史的街なみの再評価が進み
つつあり、カフェやゲストハウスなどが整備さ
れ、観光客や移住者もやや増加傾向。

• 以上のことから・・・
歴史的街なみを維持することが、地区の発展
にも重要。 5



２年間の成果と本年度の目的

• 地域住民とのワークショップを重ね、対象地の①街路
美装化デザイン、②施設デザイン、③建物修景デザイ
ンの作成を行った。

• ①～③をまとめ、「街なみ環境整備事業」に向けた、
「音戸のなかみち－まちなみづくりガイドラインー」を作
成した。

• 地区で住民向け報告会を実施。

• 地域と学生の協働により、社会実験として、地域と学生
の協働により、その一部である広場のデザインと整備
を行うことを目的とする。
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本年度（最終年度）は、



①美装化デザイン
（蛎殻使用型の石畳風舗装）
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②施設デザイン
（広場、トイレ、案内板）
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③建物修景デザイン
（例：北隠渡エリアの建物）
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報告会
（２０２４年１２月２１日）
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「音戸のなかみち－まちなみづくりガイドラインー」
（完成版）
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呉市（土木整備課）の皆さんと、調整しながら、最終版を作成（１０月完成）。
「街並み環境整備事業」に向けて、広島県、国と調整。

本年度の報告



本年度のメインプロジェクト
広場整備（社会実験）
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 音戸のなかまち周辺の住民の皆さ
んや、音戸高校の生徒さんの間で、
街並み環境整備に向けた雰囲気を
醸成する。

 ①美装化デザイン、②施設デザイ
ン、③建物修景デザインの中の、
②を本年度のターゲットとする。

ねらい

実施内容

 ポップアップ広場の設置
 現地でのフィードバック収集

スケジュール

2025.11.22～11.28



本年度のメインプロジェクト
広場整備（社会実験）
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▲ 四人掛けテーブル ▲パラソル+テーブル

音戸高校とファミリーマートの間の空き地



本年度のメインプロジェクト
広場整備（社会実験）
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▲ 四人掛けテーブル ▲パラソル+テーブル

音戸高校とファミリーマートの間の空き地

▲ポップアップ広場の地図



本年度のメインプロジェクト
広場整備（社会実験）
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 音戸のなかまち周辺の住民の皆さ
んや、音戸高校の生徒さんの間で、
街並み環境整備に向けた雰囲気を
醸成する。

 ①美装化デザイン、②施設デザイ
ン、③建物修景デザインの中の、
②を本年度のターゲットとする。

ねらい

スケジュール

 今週末：ポスターと社会実験告知

 11/22～28：社会実験実施
(数日間,現地で調査)
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本年度のメインプロジェクト
広場整備（社会実験） アンケート集計結果
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86%

14%

居住地(n=15)

呉市(音戸町) 回答無し

 利用者は近くに住んでいる人、高齢者が多い。
 広場へのフィードバックでは、「日常的に設置してほしい」が7割ほど占める。

67%

27%

6%

0%

広場へのフィードバック(n=15)

日常的に設置してほしい

休日に設置してほしい

イベント時のみ設置してほしい

あまり使わないので必要ない



成果の活用

■対象地区の街路デザイン

• 本プロジェクトにより提案された街路デザインは、
次年度の「街なみ環境整備事業」に向けた住民
提案につながった。→呉市の本年度予算に。

■学術的成果（論文公表を予定）

• 歴史的街路の再評価が進む中、その街路デザイ
ン手法は、多くの都市で必要とされている。その
ような中、本プロジェクトの成果は、実証結果を
含む形で、各都市に紹介される。

■まちづくり活動への展開

• 「街なみ環境整備事業」推進に向け、引き続き、
音戸町魅力化推進協議会と広島大学が連携。
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成果の活用
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